
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに伝えたい！ 

 
２０２６年１０月号 

おすすめ記事 

 

ネイチャーたんけんたい 
野菜 

掲載ページ：P２０-２３ 

近くの公園や家のまわりでできる「秋の遊び」を紹介します。 

シートにかかれたものを探す「フィールドビンゴ」、見本の色といち

ばん似ている色を探す「森の色あわせ」、ジャンケンに勝ったら落ち

葉を１枚拾える「ジャンケン落ち葉集め」など、友達や家族と一緒に

遊びながら、身近な秋を見つけてみませんか。 

掲載ページ：P１０-１５ 

 

秋のごほうび！カキタルト 
 

今月の食と農特集は、カキタルト。 

秋を代表する果物のカキを使ったデザートです。かためのカキ

だとサクサクした食感が楽しめて、熟したカキでもおいしく 

作れます。タルトカップの代わりにクラッカーやビスケットで

も作れます。 

日本の干物は、その季節にたくさんとれた魚をむだなく、 

おいしく食べるために生まれました。塩分を加えて干すこと

で、長もちするだけでなく、うまみがぎゅっとつまっておいし

くなります。1000年以上ほとんど変わらないつくり方で受け

つがれてきた、干物のヒミツを紹介します。 

干物のヒミツ 
 
 

掲載ページ：P２４-２９ 

 

今月は「ロケット」を作ります。 

紙コップに窓や羽などのパーツを貼ってロケットを作ったら、 

もう一つの紙コップにかぶせて、下に押して手を離すとロケット発射！

友達や家族で、どれだけ高く飛ばせるか飛距離を競い合ってみましょう。 

★ 配信中のコンテンツ ★ 
 

 
『ちゃぐりん』食農クイズ 

毎月の『ちゃぐりん』の中から、

食や農にまつわるクイズを 

10問出題しています。 
 
 

食農教育紙芝居 
 
 

紙芝居コンクール入選作品の 

紹介や、小島よしおさん演じる 

紙芝居の動画が見られます。

 
 
 

11月号予告 皮までパリパリ サケのムニエル・・・・秋に旬をむかえる生ザケを使ったサケのムニエルの作り方をご紹介。 

ＪＡグループ （一社）家の光協会 

ＪＡグループの食農教育を 

すすめる子ども雑誌 つかえる 
VOL.161 

 
 
 

ハンドメイドクラブ 掲載ページ：P５７-５９ 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食
しょく

農
の う

クイズ    

Ｑ２ 

カキは 

ミカンよりも 

ビタミンC
シー

が 

少
すく

ない 

Ｑ４ 

クサヤという 

干物
ひ も の

がある 

Ｑ３  

シカのからだの

白
しろ

いはん点
てん

は 

冬
ふゆ

にみられる 

Ｑ５ 

シラスは 

干
ほ

すかたさで 

名前
な ま え

が変
か

わる 

Ｑ８ 

昔
むかし

のハロウィンは 

トマトが 

使
つか

われていた 

Ｑ６  

クリは木
き

に 

なっている実
み

 

を収穫
しゅうかく

する 

Ｑ７ 

サツマイモは 

ねかせると 

味
あじ

がかわる 

Ｑ９  

田
た

んぼで 

ダイズが 

育
そだ

てられる 

Ｑ10 

日本
に ほ ん

にダイズが

伝
つた

わったのは 

明治
め い じ

時代
じ だ い

である 

Ｑ１ 

日本
に ほ ん

にある 

カキの品種
ひんしゅ

は

１０００を 

こえる 

    

  

食
た

べ物
もの

と農業
のうぎょう

について 

クイズで学
まな

ぼう！ 

の中
なか

に 

○か×を書
か

いてね 
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